
【
１
面
か
ら
】
高
松
市
政
は
サ

ン
ポ
ー
ト
地
区
の
新
県
立
体
育

館
建
設
や
中
央
公
園
や
競
輪
場

の
再
開
発
、
１
兆
円
も
か
け
て

の
環
状
道
路
建
設
な
ど
、
大
型

開
発
に
膨
大
な
税
金
を
使
お
う

と
し
て
い
る
と
、
国
言
い
な
り

で
福
祉
を
切
り
捨
て
大
型
開
発

優
先
の
市
政
を
批
判
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
子
ど
も
の
医
療

費
無
料
化
を
高
校
卒
業
ま
で
実

現
し
、
学
校
給
食
費
の
無
料
化

を
す
す
め
て
き
た
実
績
を
し
め

し
な
が
ら
、
県
政
の
場
に
お
い

て
も
国
保
料
の
値
下
げ
や
医
療

介
護
の
充
実
な
ど
暮
ら
し
を
支

え
る
県
政
へ
と
変
え
て
い
き
た

い
と
決
意
を
語
っ
て
い
ま
す
。

２
月
21
日
、
香
川
県
教
職
員

組
合
の
第
１
０
２
回
定
期
大
会

が
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
で
開
か
れ

ま
し
た
。

香
教
組
の
平
尾
行
敏
副
委
員

長
は
、
開
会
あ
い
さ
つ
で
、

「
香
教
組
の
結
成
は
日
本
国
憲

法
施
行
と
同
じ
年
の
１
９
４
７

年
。
27
年
度
は
結
成
80
年
に
な

る
。
戦
前
の
軍
国
主
義
教
育
の

中
で
、
教
師
が
教
え
子
を
次
々

と
戦
場
に
送
り
出
し
た
。
そ
の

痛
恨
の
反
省
に
立
ち
、
教
師
が

教
え
子
を
戦
場
に
送
り
出
す
よ

う
な
こ
と
を
二
度
と
繰
り
返
さ

な
い
と
い
う
固
い
決
意
の
も
と

全
国
で
教
職
員
組
合
が
結
成
さ

れ
、
『
教
え
子
を
再
び
戦
場
に

送
る
な
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
生

ま
れ
た
」
と
述
べ
、
「
ま
さ
に

憲
法
を
守
り
生
か
し
、
戦
争
で

は
な
く
平
和
を
子
ど
も
た
ち
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
は
、

教
職
員
組
合
の
原
点
だ
」
と
語

り
ま
し
た
。
「
改
憲
勢
力
が
衆

議
院
で
は
多
数
を
占
め
る
国
会

情
勢
の
中
、
今
こ
そ
『
教
え
子

を
再
び
戦
場
に
送
る
な
』
の
旗

を
高
く
掲
げ
、

【
３
面
に
】
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３）学徒勤労動員に駆り

出された中学時代

中学１年から３年の時は、農

村や工場の労働力不足を補うた

めに強制的に学徒動員に駆り出

されました。中学１年の時は、

召集令状を受けて戦地に行った

農家の人手不足を補うための農

業の手伝いをしました。

中学２年になると高松市の林

飛行場の建設に駆り出されまし

た。飛行場の周囲は人の背より

も高く深い溝が掘られていまし

た。掘り出した土を上に持ち上

げる作業は重労働で、着剣した

日本の兵隊の監視下で、強制徴

用された朝鮮人がやらされてい

ました。かわいそうだなあと密

かに同情しました。

中学３年時は軍需工場に遣ら

され、対戦車砲弾を作らされま

した。終戦間際に工場の空襲で

両足に火傷を負い、勤労奉仕の

婦人たちに「かわいそうに」と

同情されたことを覚えています。

戦後かなり経ってから、年金

者組合の旅行で沖縄に行った時、

現地を案内してくださった具志

堅さんは、熱心に沖縄戦の犠牲

者の遺骨収集をされている方で

した。その方が「この中で学徒

勤労動員に行った方はいません

か？」と問われ、私一人が手を

挙げました。「対戦車砲弾を作っ

ていました。」と答えると、ポ

ンと「これでしょう」と私が作

らされていた対戦車砲弾のスラ

イドを映してくれました。何の

疑いも持たずに人を殺すものを

作らされていたと思うと万感の

思いがこみ上げてきました。

生まれたら戦争だった③
－戦前･戦後を振り返りつつ－

元中学校教員 河田 敬一郎

香
教
組
が
定
期
大
会

【
２
面
か
ら
】

香
教
組
の
原

点
で
も
あ
る
、
憲
法
を
守
り
生

か
し
、
平
和
を
子
ど
も
た
ち
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
た
め
の
奮

闘
が
求
め
ら
れ
る
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

「
憲
法
と
子
ど
も
の
権
利
条
約

に
立
脚
し
た
教
育
を
求
め
る
と

り
く
み
」
「
ゆ
き
と
ど
い
た
教

育
条
件
整
備
を
求
め
る
と
り
く

み
」
「
長
時
間
過
密
労
働
を
是

正
し
、
教
職
員
の
い
の
ち
と
健

康
を
守
る
と
り
く
み
」
「
組
織

の
拡
大
・
強
化
の
と
り
く
み
」

な
ど
を
柱
と
し
た
２
０
２
６
年

度
の
運
動
方
針
が
提
案
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送
る

な

―
―

子
ど
も
た
ち
に
平
和

な
社
会
と
未
来
を
手
渡
す
た
め

に
、
『
憲
法
を
守
り
、
生
か
せ
』

の
１
点
で
幅
広
い
共
同
の
輪
を

広
げ
よ
う
」
の
大
会
ア
ピ
ー
ル

が
提
案
さ
れ
、
満
場
の
拍
手
で

採
択
。
役
員
改
選
で
は
安
藤
康

司
中
央
執
行
委
員
長
が
新
た
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

全
日
本
教
職
員
組
合
の
金
井

裕
子
書
記
長
が
激
励
に
駆
け
つ

け
ま
し
た
。

市
民
連
合
＠
か
が
わ
は
２
月

19
日
、
冷
え
込
む
中
で
定
例
の

朝
宣
伝
を
Ｊ
Ｒ
高
松
駅
や
琴
電

瓦
町
駅
前
な
ど
県
下
数
か
所
で

行
い
ま
し
た
。
高
松
駅
で
は
日

本
共
産
党
の
中
谷
浩
一
県
委
員

長
、
「
戦
争
い
や
だ
デ
モ
」
の

吉
富
キ
テ
ィ
さ
ん
、
平
和
労
組

会
議
の
小
野
賢
治
事
務
局
長
が
、

ま
た
瓦
町
で
は
日
本
共
産
党
の

石
田
真
優
書
記
長
、
新
社
会
党

の
林
英
治
県
委
員
長
、
平
和
労

組
会
議
の
福
田
裕
之
議
長
、
平

和
憲
法
生
か
す
県
民
の
会
大
熊

正
樹
事
務
局
長
が
訴
え
ま
し
た
。

中
谷
県
委
員
長
は
「
総
選
挙

で
は
衆
議
院
で
自
民
党
が
過
半

数
を
え
て
改
憲
勢
力
が
３
分
の

２
を
占
め
る
結
果
に
な
り
、
高

市
首
相
は
『
憲
法
改
正
の
賛
否

を
問
う
国
民
投
票
が
行
わ
れ
る

環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
』
と
述

べ
た
が
、
総
選
挙
で
は
改
憲
に

つ
い
て
国
民
の
信
任
を
得
て
い

な
い
」
と
批
判
。
ま
た
「
中
道

改
革
連
合

は
小
川
淳

也
氏
が
代

表
に
な
っ

て
「
自
衛

隊
を
憲
法

に
書
き
込

む
の
は
あ

り
得
る
、

ど
の
条
項

を
改
定
し

た
い
か
議
論
し
た
い
」
と
言
っ

て
い
が
、
今
ま
で
香
川
で
い
っ

て
い
た
こ
と
と
正
反
対
の
発
言

で
許
せ
な
い
」
「
憲
法
改
正
は

国
会
の
多
数
だ
け
で
や
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
改
憲
を
許
さ
な

い
運
動
を
盛
り
上
げ
て
、
市
民

と
野
党
が
力
を
合
わ
せ
て
憲
法

を
守
る
た
め
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
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「
こ
ん
な
に
少
な
い
ん
だ
！
」

解
散
時
の
衆
議
院
本
会
議
場
で

実
感
し
た
光
景
。
解
散
時
に

「
万
歳
」
を
し
た
の
が
自
民
党

議
員
だ
け
だ
っ
た
の
で
際
立
っ

た
。
最
短
で
行
わ
れ
た
解
散
総

選
挙
。
「
国
論
を
二
分
す
る
政

策
」
も
ダ
ン
マ
リ
を
続
け
、
小

選
挙
区
の
マ
ジ
ッ
ク
の
中
、
自

民
党
だ
け
で
３
分
の
２
の
議
席
。

始
ま
っ
た
特
別
国
会
の
議
場
を

見
て
改
め
て
悔
し
さ
が
込
み
上

げ
て
く
る
。

し
か
し
高
市
首
相
の
施
政
方

針
演
説
は
「
強
い
経
済
」
を
主

張
す
る
が
、
ど
う
や
っ
て
国
民

生
活
を
支
え
て
い
く
の
か
は
見

え
て
こ
な
い
。
消
費
税
減
税
は

あ
く
ま
で
「
国
民
会
議
」
で
の

議
論
で
あ
り
、
全
て
の
会
派
が

そ
の
会
議
な
る
も
の
に
入
れ
な

い
可
能
性
も
。
首
相
の
「
悲
願
」

で
早
く
実
現
し
た
い
の
で
あ
れ

ば
、
今
す
ぐ
国
会
で
ガ
ン
ガ
ン

議
論
す
べ
き
。

厚
労
委
員
会
に
提
案
予
定
の

法
案
に
は
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
自

己
負
担
導
入
や
、
後
期
高
齢
者

医
療
の
負
担
を
め
ぐ
っ
て
新
た

な
負
担
増
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
高
額
療
養
費
制
度
に
至
っ

て
は
、
法
改
正
し
な
く
て
も
自

己
負
担
の
引
き
上
げ
が
で
き
る

し
、
さ
ら
に
2
年
ご
と
に
見
直

し
も
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど

も
聞
こ
え
て
く
る
。

「
日
米
同
盟
は
、
日
本
の
外

交
・
安
全
保
障
政
策
の
基
軸
」

と
断
言
し
、
航
空
自
衛
隊
を

「
航
空
宇
宙
自
衛
隊
」
に
改
編
、

「
宇
宙
作
戦
集
団
」
を
新
た
に

編
成
。
本
年
中
に
安
保
三
文
書

を
前
倒
し
で
改
定
や
、
武
器
輸

出
の
た
め
の
五
類
型
の
見
直
し

な
ど
、
こ
の
面
で
の
提
案
は
ハ
ッ

キ
リ
し
て
い
る
。

改
憲
の
発
議
の
実
現
ま
で
語
っ

た
が
、
そ
も
そ
も
改
憲
を
問
う

た
総
選
挙
で
は
な
か
っ
た
。
国

民
は
全
て
を
白
紙
委
任
し
た
わ

け
で
は
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
面
で

た
た
か
い
は
続
い
て
い
る
。

市
民
連
合
＠
か
が
わ
が
朝
宣
伝

勇
気
り
ん
り
ん
エ
ッ
セ
イ

参
議
院
議
員

白
川
よ
う
子


